
平成 30 年度宮崎県児童生徒の体力・運動能力調査結果の概要 

 

１ 調査の目的 

本県児童生徒の体力・運動能力、生活習慣等の現状を把握・分析し、今後の体力・運動能力の向上に活用するとと

もに、体力・運動能力の現状の分析結果を基に、各学校独自の「体力向上プラン」策定を促進し、計画的・継続的な取

組の推進を図る。 

 

２ 調査対象 

校 種 調査対象校 調査対象学年 調査対象年齢 調 査 標 本 数 

小 学 校 公立 ２３６校 全学年 ６歳～１１歳 全児童（６０，５５８名） 

中 学 校 公立 １２９校 全学年 １２歳～１４歳 全生徒（２６，８０１名） 

高 等 学 校 公立  ３７校 全日制全学年 １５歳～１７歳 全生徒（２１，０７８名） 

合   計 １０８，４３７名 

（注１）中学校には中等教育学校前期課程、高等学校には中等教育学校後期課程を含む。 

（注２）公立小学校・中学校は、国立を除く。 

 

３ 調査実施の時期 

平成３０年４月～７月 

 

４ 調査項目 

（１） 測定項目 

ア 握力                              オ ２０ｍシャトルラン・持久走 

イ 上体起こし                     カ ５０ｍ走 

ウ 長座体前屈                    キ 立ち幅跳び 

エ 反復横跳び                    ク ボール投げ 

（注１） オについては、小学校はシャトルラン、中学校・高等学校はシャトルランと持久走からの選択 

（注２） クについては、小学校はソフトボール投げ、中学校・高等学校はハンドボール投げ 

（２） 児童生徒の運動の実施状況等に関する項目 

ア 運動部やスポーツクラブの加入状況     ク １日のスマホ使用時間（パソコン・タブレット含む） 

イ 運動やスポーツの実施状況         ケ 通学の交通手段 

ウ １日の運動やスポーツの実施状況      コ １週間の外遊びの実施状況 

エ 朝食の摂取状況              サ 外遊びを実施する時間帯 

オ １日の睡眠時間              シ 体育の授業の愛好度 

カ 平日の就寝時間                 ス 体力の必要性 

キ １日のテレビ（ゲーム含む）視聴時間    セ 運動との関わり 

（注１）コ・サについては、小学校のみ 

（注２）スについては、中学校・高等学校のみ 

（３） 学校用アンケート項目 

ア 実施時間帯                ク 地域との連携 

イ 実施に要した時間             ケ 家庭との連携 

ウ 職員間の共通理解時間の設定        コ 情報の共有 

エ 実施の工夫点               サ 体育活動の実施時間 

オ 体育授業以外の取組状況          シ 体力向上プランの説明 

カ 立腰指導実施状況 

キ 近隣校との連携 

 


